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Abstract
In Japan we started a special education six years ago. Eventually, Support for university
students with developmental disorders was lagging behind. In this study, We examined
the research trends on the development of the Disability Resource 12 years. As a result,
reporting initiatives and practice case, trend research has preceded. And we found that
the program development and assessment are lagging behind.
Key Words：Student, Developmental disorders, support, Trend Research

問題と目的
2007 年に特別支援教育が本格実施し、６年が経過した。以来、従来の特別支援学校教育

を中心とした視覚障害・聴覚障害・病弱・肢体不自由・知的障害の５種に加えて、発達障
害の教育的支援が追加され、特に通常学級や特別支援学級における教育実践及びその支援
に関する実証的研究が進められてきた。近年、大学における障害学生支援ニーズの高まり
とともに、発達障害のある学生の支援が注目されている。しかし、我が国の高等教育独自
の教育制度・事情を背景とした問題が存在し、また児童期を対象とした発達障害研究と比
較し、青年期の研究は少ないと言わざるを得ない。

本稿では、近年急激に増加した国内における発達障害学生を対象とした研究動向を概観
したうえで、支援の方向性、その内容、実証的研究の可能性について検討することを目的
とする。

方法
本研究では、雑誌論文(学術雑誌等)を分析の対象とした。
実施時期 2013 年８月～９月
文献の収集 まず、文献収集の対象期間の設定を行った。開始時期は 2000 年とし、2012

年までを対象期間とした。
文献収集には、文献検索データベースである CiNii、医中誌、医学情報検索システム(メ

ディカルオンライン)の３つを用いた。なお、文献が重複して検索された場合には、書誌番
号等を確認の上、重複カウントを避ける作業を行った。

検索用語の選定に先立ち、本稿における発達障害の操作的定義について検討した。発達
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障害者基本法第二条で定められ、かつ文科省が主な発達障害とする自閉症、高機能自閉症
(アスペルガー障害含む)、学習障害、注意欠陥多動性障害の４種とした。しかし、これら
は研究者が用いている診断基準によって用語(診断名)が異なるため、検索には通常研究に
使われている語を用いた(表１)。検索後、文献が重複して検索された場合には、再度書誌
番号等を確認の上、重複カウントを避ける作業を行った。

抽出数 2002 年－ 2012 年の文献を検索したところ、雑誌論文 217 件が抽出された。
対象論文の絞り込みの手続き 抽出数は複数のデータベースを利用したことによる論文

の重複を避けた数であるが、さらに以下の視点で絞り込みを行った。
•「掲載雑誌名」：まず一般向けの大衆紙を除外した。また、学会の年次大会発表論文集

に掲載され発表概要稿については、研究の関心やテーマを示すものとして資料としての意
義は高いが、データベース収録学会が限られていたため、今回の分析対象からは除外した。

•「論文・記事の題目」：広報及び告知記事、講演会や学会シンポジウム等の記録、著者
の記名のないものは除外した。

•「キーワード」及び「論文要旨」の表記：「青年期」の発達障害研究については、扱わ
れたデータもしくは事例の発達期が大学生であった場合でも、“大学における”支援を研究
テーマとしていないものは除外した。さらに、障害学生支援をテーマとしていても、題目
(副題含む)、キーワード及び論文要旨において発達障害学生がテーマとして明示されてい
ない場合には除外した。

これらの絞り込み手続きを行った結果、雑誌論文 155 件が分析対象となった。
結果と考察

総数年度ごと発表の変移
調査対象となった 2000 年以前は、海外での支援を紹介するもの(都築：1994，Wolforth：

1995，都築：1998)のみであった。2000 年－ 2012 年の雑誌論文・記事(以下、論文等)の推
移を図１に示す。12 年間に発表された論文・記事の総数は 155 本である。2000 年から
2005 年までの発表数は 5 以下である。2006 年から発表数が増え、最も多いのは 2011 年(30
本)、次いで 2012 年(28 本)であり、2009 年～2012 年はすべて 20 本を超えている。よって、
2006 年を境に発達障害のある学生への関心度の高まりが確認できる。

掲載誌種別ごとの内訳を図２に示す。掲載誌は大学紀要が最も多く(43.2％)次いで学会
誌(27.1％)、団体・研究会機関誌(20.0％)、専門雑誌(9.7％)である。学会誌としては、『LD
研究』(15 本)，『学生相談研究』(11 本)、次いで『発達障害研究』(４本)が順に掲載が多
い。掲載誌種別ごとの領域の内訳(表 1)によると、発達障害学生を対象とした。

研究は、学会誌においては特別支援・心理学・教育学・医学領域にわたっている。さら
に、団体・研究会機関誌は 10 誌であり、特に大学組織，教職員関連団体が発行する機関誌
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検索語 検索順位１ 検索順位 2 以降

1 発達障害

「発達障害」「高機能発達障害」
「自閉症」「自閉症スペクトラム」「広汎性発達障害」「ASD」「高機能自閉
症」「アスペルガー（障害）」
「学習障害」「LD」「ディスレクシア」「書字障害」「読字障害」
「注意欠陥多動性障害」「ADHD」「注意欠陥障害」

2 大学生 「大学」「高等教育」「学生」

表１ 本稿における発達障害の操作的定義と検索用語として採用した障害名



では４誌に 24 本が発表されている。特に『大学と学生』では 18 本が発表されている。掲
載誌に偏りがあることは、『LD 研究』『発達障害研究』及び『大学と学生』において、発達
障害学生の研究動向、支援に関する特集が組まれたことに起因する(表３)。また、『学生相
談研究』の発表数からは、大学では学生相談の現場において最も早く、発達障害学生支援
が求められたことによると考えられる。

発達障害学生に関する研究が多領域にわたることは、支援が多領域からのアプローチを
必要とすることを意味するであろう。さらに、団体・研究会機関誌がこのテーマを多く扱っ
ていることには、大学組織として研究的関心のみならず、学生相談を含めた学生支援にお
いて、発達障害学生の理解及び支援の必要性が高まったことを意味する。特に学生支援機
構(以下 JASSO)では、平成 23 年度以来、「大学、短期大学及び高等専門学校における障害
の煽る学生の就学支援に関する実態調査」を実施しており、３月にはこの結果と研究成果
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図１ 2000 年～2012 年の障害学生研究論文数の推移(掲載誌別)
表１ 掲載誌種別の領域内訳

図２ 論文等の掲載誌種別ごとの内訳

表２ 大学組織・教職員関連団体機関誌名と論文等の数
誌名及び発行団体 論文等数

「大学と学生」(日本学生支援機構) 18
「大学時報」日本私立大学連盟 4
「私学経営」(日本私学経営研究会) 1
「大学職員ジャーナル」(高等教育研究会) 1

掲載誌種別ごとの領域 数
学会誌 14

内

訳

特別支援領域 (5)
心理(学生相談含む) (3)

医学領域(精神医学・心療内科・作業療法) (3)
教育学(高等教育含む) (2)

団体・研究会機関誌 10

内
訳

大学組織、教職員関連団体 (4)
特別支援、障害者支援関連団体 (3)

医学領域の研究会等 (3)
専門雑誌 12

内

訳

医学(精神医学・作業療法) 5
心理(発達及び臨床心理) 3

複合領域(心理・教育・医学) 2
特別支援領域 1

教育学、教員向け雑誌 1



を集約した『教職員のための障害学生就学支援ガイド』(日本学生支援機構、2012)を発行
した。2012 年６月には文部科学省において障害のある学生の就学支援に関する検討会が
発足した。このことから、2008 年から 2012 年にわたる研究数のピーク(図１)の結果が、
公的な場での支援の検討へとつながったことを示すと言えるであろう。
テーマ数(キーワード)の種類と推移
論文等のテーマは、分類の結果、９つのテーマが得ら

れた(表４)。大テーマごとに検討する。
取組みの報告と検討 取組みの報告と検討は、全体の

23％を占め最も多かった。中でも自大学の支援の現状や取
組み報告が最も多く(23本)(山口，2006)さらに学生相談室
事例を通して大学としての支援を検討するもの(中島：
2009，井野・飯田・佐々木：2009，屋宮：2009，小原・荒
木：2009)、私立大学(中村・松久，2011)国立大学(西村，
2011)高等専門学校(野田，2007・2008)の事例、留学生支援研究(井村，2007)などがある。
支援の動向と課題 発達障害学生の理解と支援について概説したものが最も多く(15

本)(e.g. 高石：2009，高橋：2011，岩田：2011，津田・古橋・杉村：2010，佐藤：2010)、
支援の先行研究の動向を展望したもの(７本)(佐藤・徳永：2006，須田・高橋・上村：2011)、
現状と課題(e.g. 都築：2005，石井：2011，市川：2011)、以下、大学における支援の現状
報告(７本)及び実態調査(５本)(e.g. 小林：2006，日本学生支援機構学生生活部特別支援
課：2008，小山・玉村：2009，川住他：2010)、学生相談の現状(e.g. 西村：2006，竹山：
2007，長岡・石川・樫木：2012)がみられた。
支援プログラムと実践 支援プログラムの開発とその実践に関する論文等は 22 本あっ

た。その内容は多岐にわたる。コミュニケーション支援としては斎藤(2008)はトータル・
コミュニケーションの実践を報告し、池田(2011)は SST 導入の有効性を述べている。ま
た自己認知支援として、自己の特性理解に焦点を当てた心理面接過程(毛利，2009)、自己
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表３ 障害支援(含・発達障害支援)を特集とした雑誌
年 関連する主な出来事 月・特集名(対象論文数) 掲載誌・号

2005 発達障害者支援法 施行

2006
11月：特集 大学生への支援の現在 LD 研究，15
５月：特集大学における特別な教育
的ニーズへの対応 障害者問題研究，35

2007
「発達障害のある学生支援ケー
スブック―支援の実際とポイン
ト」(特総研)

12月：特集１ 青年期・成人期の発
達障害支援 教育と医学，54
10月：特集 障害学生支援 大学と学生，46

2008 10月：特集 発達障害 大学と学生，60
2010 大学入試センター試験で発達障

害のある学生の特別措置開始 ６月：特集 発達障害 大学と学生，81

2011

•「平成 23 年度 大学、短期大
学及び高等専門学校における障
害のある学生の就学支援に関す
る実態調査結果報告書(JASSO)」
•障害のある学生の就学支援に
関する検討会の発足(文科省)

３月：小特集 発達障害学生への就
労支援 大学時報，60
６月：特集 成人後の発達障害を理
解する 教育と医学，708
11月：高等教育機関における障害学
生支援の現状と課題 発達障害研究，33

2012
12 月：障害のある学生の就学支
援に関する報告(第一次まとめ)
(文科省)

７月：小特集 大学生の発達障害 心理学ワールド，58
８月：特集 大人の発達障害 治療，94(8)

テーマ 発表数(％)
取組みの報告と検討 36(23)
支援の動向と課題 29(19)
支援プログラムと実践 22(14)
就労・キャリア 16(10)
障害特性と課題 16(10)
アセスメント 15(10)
海外の動向など 11 (6)
大学組織の課題 10 (5)
就学・入試 4 (3)

表４ テーマの種類と数



の不安に焦点化した面接(飯塚，2010)、障害告知面接(福田，2010)の研究がある。中島
(2007)は友人関係の意味に着目、また学生同士でのサポートづくり(小原・荒木：2009，
三橋：2012)の取組みが報告されている。さらに心理療法や面接のプロセスを追いその支
援の有効性を検討した者も多い。詳細な面接過程報告(本多，2006)や小集団面接(水野・西
村，2011)、ナラティブ・ベイスド・サポート面接(斉藤，2012)などがある。学習支援とし
て、e-Leaning の可能性の検討(古山・熊井・今野：2010，熊井・森・橋本：2010，岡島：
2012)があり、さらに LD 学生への外国語教育カリキュラムの検討(Snyder Lynn E：2005)、
抑うつと被害念慮に対するソーシャル・サポートの有効性の検討(金井，2010)があげられる。

また、実習の困難は指摘されることが多い事項である。浅原・上野・若山・柿本(2008)
は社会福祉現場実習の事前指導として自己認知支援を行った。さらに佐々木・八田(2010)
は臨床実習の困難を分析、支援への道筋とした。また、八木・広瀬・楠本(2010)が学生生
活そのものの自立支援の方向性を論じている。
就労・キャリア 就労・進学を含めたキャリア支援についての報告(16 本)は 2009 年以降

に多い領域である。望月(2010)は就労に伴う課題全般を論じ、職業的自立に向けた支援に
は小川・柴田・松尾(2006)が、菊池(2011)はキャリア支援を概説し、取組み事例(森定：2010，
酒井：2011)、就労と就学の関連研究(梅永，2011)がある。一方で企業側の意識(江藤・青
石・藤丸，2012)及び企業の取組み(石井，2011)など企業の連携についても報告されている。
障害特性と課題 発達障害のうち、個々の障害の特性と大学生活における課題を論じた

研究としては、自閉症スペクトラム障害に着目したものがある。アレキシサイミアと愛着
スタイルの特性の検討(福島・高須，2012)、摂食障害傾向との関連(加藤・山本，2012)、
精神症状(井野・川瀬・佐々木，2007)などの併存障害の理解することに言及したもの(黒崎・
三宅・岡本，2011)がある。また、鶴田(2007)は LD 者の大学において残存する二次障害の
関連を検討している。
アセスメント アセスメントに関わる論文等は 15 本あった。すべて大学就学前に診断

を受けていない、就学後に発達障害の疑いがあるとされた場合のアセスメント研究であっ
た。見立て(山崖，2008)、保護者への聞き取り調査の検討(西村・吉永・桶谷，2011)、そ
の他スクリーニング検査の信頼性と妥当性の検討(立石・立石・園田，2012)、自閉症スペ
クトラム指数日本語版(AQ-J)を用いての調査(北添・藤田・寺田，2009)がある。また、自
己認知困難尺度開発(佐藤・相澤・郷関，2012)、ADHD の困り感尺度(岩淵・高橋，2011)、
ニーズ把握質問紙の開発(山本・高橋，2009)があげられる。
海外の動向など 海外の動向については 11 本(６％)であり、多いとは言えないが 2000

年以前から発表され、2006 年からは毎年１～４本が継続的に発表されている。海外の大学
の支援の現状(e.g. 都築：2006，高橋・篠田：2008，北村・渡部：2010，吉永・西村・桶屋：
2011)、ある大学支援の取り組み事例報告(e.g. 片岡・玉村：2009，中村・浦林・中島他：
2011)など、米・英国を中心に先進的な支援の取組みが紹介され、我が国の支援と比較的に
述べられている。
大学組織の課題 大学組織そのものの課題を研究した論文等は 10 本であった。大学職

員の意識を調査したもの(小池・若井：2012)、職員の支援の現状と課題をまとめたもの(村
田，2011)、教職員向けの研修(鬼塚，2011)などがある。また、大学の配慮義務と FD/SD
のあり方に言及した研究(青野、2010)も見受けられた。さらに大学規模と学生支援の特徴
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を論じたものとして、小規模校(牧野，2008)、大規模校(小川，2012)の研究がある。
就学・入試 就学支援及び入試制度については、４本の論文等があった。石田(2006)は

大学側の就学までに支援を概説、また西村(2006)まず大学が発達障害を理解すること必要
であることを述べた。また、松橋・上野(2006)入試制度の国際比較を行っている。

総合的考察と今後の課題
発達障害学生支援に関する研究は、2006 年を境に本格化したと考えられ、10 年に満たず、

研究の端緒にあると言える。現在は動向研究や取組みの報告が中心であり、今後、研究が
成熟期に入り、様々な領域の研究がさかんに始まると思われる。

現在の我が国の問題としては、入学前に診断されていないケースが多いことが指摘され
ながらも、アセスメント研究や障害特性に関する研究はまだ少ない。また大学生活におけ
る課題が多く指摘されながらも、支援プログラムの検討研究もまた少ない。さらにアセス
メントと支援プログラムをつなげた統合的な実践や実証的研究はみあたらなかった。今後
の研究の成果が期待される領域であると言えるだろう。

本研究の課題としては、論文等を中心に研究動向をまとめ書籍情報や学会報告等を検討
していない点がある。さらに定型発達学生の障害理解プログラムや支援協力等の研究を省
いている。対象書誌の種類等を拡充し総合的な研究展望をつづけたい。
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